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私たちは、茅ち渟ぬの海から和泉葛城の山に至る美
しく豊かな自然に対して深い愛着を抱いています。
⻘い海と空をこよなく愛し、⽔の恵みと⼤地の実り
への感謝の気持ちを忘れず、その源となる山々への
畏い敬の念を胸に強く刻み込んできました。
私たちのまちは、この恵まれた地勢をいかした農業
や林業、⽔産業を中心としながら、一方で、地場産
業を育み、工業化を進め、都市として発展してきまし
た。
また、城下町としての歴史と伝統が息づき、だんじ
り祭りをはじめとした伝統⾏事や⺠俗⽂化が継承さ
れてきています。
私たちは、いにしえより先人たちが守り続けてきた
これらの自然と、起こし育ててきた産業や伝統、培
われてきた⽂化を受け継ぎ、次世代へ引き継いでい
かなければなりません。
これらを礎としながら、平和を願い、次代を担う子
どもたちを育み、それぞれの責任と役割を自覚し、
助け合いながら、一人ひとりの命の尊さや人間の尊
厳を認識し、すべての人権を尊重する豊かなまちづ
くりに取り組んでいきます。
私たちは、市⺠が自治の主体、市政の主権者である
ことを認識し、自らの地域は自らの手で築いていこ
うとする意思を明確にし、自ら考え、⾏動すること
で、常に安心していつまでも住み続けることができ
る、個性豊かな持続性のある地域社会、すなわち
「市⺠自治都市」の実現を目指します。
今、ここに「市⺠自治都市」を実現していくための
基本原理として岸和田市自治基本条例を制定しま
す。

何でまちづくりをするが。
みんなあにとって，「のうがえいまち」にしたい
き。
なんかあったときに，すっと助け合える関係でおり
たいき。このまちに住んじょって良かったと思える
ようになりたいき。市⺠も⾏政もまちづくりを進め
たいと思いゆう。悩みを共有したいし，喜びも分か
ち合いたい。
話をしたらみんなあ目指すところは一緒ながよ。
市⺠同⼠，市⺠と⾏政がうまいことつながったらえ
いねえ。みんなあでまちづくりができるようになっ
たらえいと思わん。ほんで，この条例をきおうてつ
くったがよ。
どう，まちづくり一緒にやろうや。
(訳⽂)
なぜまちづくりをするのでしょうか。
みんなにとって，「居心地のいいまち」にしたいか
ら。
何かあったときに，すぐに助け合える関係でありた
いから。このまちに住んでいて良かったと思えるよ
うになりたいから。市⺠も⾏政もまちづくりを進め
たいと思っています。悩みを共有したいし，喜びも
分かち合いたい。
話をしたらみんな目指すところは同じなのです。
市⺠同⼠，市⺠と⾏政がうまくつながったらいい
ね。
みんなでまちづくりができるようになったらいいと
思いませんか。それで，この条例を想いをこめてつ
くりました。
さあ，まちづくりを一緒にやりましょう。

わたくしたちの住む飯田市は、美しい自然に恵ま
れ、地域の風土に根付いた伝統や⽂化に支えられた
人情豊かなまちとして知られ、伊那谷の中心都市と
して躍進しています。
わたくしたちは、これまで互いに助け合い協力し、
特色のある地域活動やまちづくりを実践してきまし
た。
わたくしたちは、分権型社会や少子高齢社会の到来
により、社会構造が⼤きく変化する中で、まちづく
りに進んで参加する「ムトス」の精神を、次の時代
へ確実に引き継がなくてはなりません。
わたくしたちは、飯田市市⺠憲章にうたわれた市⺠
としての心構えと理念を尊重し、協働して、市⺠が主
体の住みよいまちづくりを推進するため、ここに、
新たな自治の仕組みを定める飯田市自治基本条例を
制定します。

わたしたちのまちの自治は、主権者である市⺠が自
らの責任に基づいて決定し、主体的に⾏動すること
により進めなければなりません。また、自治体として
の名張市には、市⺠の信託にこたえ、現在及び将来
の市⺠が安心して暮らすことのできる、豊かな地域
社会を市⺠と協働して実現していく責務があります。
このためには、自治の主体である市⺠、市議会及び
市の果たすべき役割や責務、市政運営の原則など、
自治体としての基本的な枠組みを明らかにするとと
もに、市政への市⺠参画や協働の仕組みを定めてお
くことが必要です。
名張市は、万葉ゆかりの歴史と⽂化、赤目四十八滝
や香落渓など⽔と緑の自然環境に恵まれたまちで
す。これらの財産を守り育て、次代に引き継ぐとと
もに、名張らしさを生かした個性的で持続可能なま
ちを創造する取組を進めていかなければなりませ
ん。また、市内は古いまち並みや農村集落、新しい
市街地が分散するなど、それぞれ特徴ある地域で構
成されており、こうした各地域の特性を生かした個
性ある地域づくりを市⺠が主役となって⾏っていく
ことも⼤切です。
わたしたちは、自己決定と自己責任のもと参画し、
協働することを基本に、英知と力を結集すること
で、魅力的で誇りの持てる「自治のまち」を実現す
ることをめざし、ここに名張市自治基本条例を制定
します。
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目的 （目的）

第１条 この条例は、岸和田市における自治の基本
理念を明らかにし、市⺠及び事業者の権利及び責務
並びに市⻑及び議会の権能及び責務を明確にすると
ともに、市政に関する基本的な事項を定めることに
より、市⺠自治都市を実現し、市⺠福祉の向上を目
指すことを目的とする。

(目的)
第1条 この条例は，市⺠，NPO，事業者(以下「市
⺠等」という。)及び市がまちづくりを進めるに当
たっての基本的事項を定めることにより，互いに
パートナーシップの構築に努め，協働して住みよい
高知市の実現に寄与することを目的とする。

(目的)
第1条 この条例は、本市の自治の基本的な原則及び
まちづくりに関する市⺠、市議会及び市の執⾏機関
の役割を明らかにするとともに、市政運営について
の基本的な指針を定めることにより、市⺠が主体の
まちづくりを協働して推進することを目的とします。

（目的）
第１条 この条例は、名張市における自治の基本理念
と主権者である市⺠の権利を明らかにするととも
に、市⺠、市議会及び市の果たすべき役割や市政運
営の仕組みを定めることにより、地方自治の本旨に
基づく自治を実現し、自立した地域社会を創造する
ことを目的とする。

（定義）
第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語
の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによ
る。
(１) 市⺠ 市内に住み、働き、若しくは学ぶ人⼜は
市内に事業所を置く次号に規定する事業者をいう。
(２) 事業者 市内で事業活動を⾏う者をいう。
(３) 参画 市の政策の立案、実施及び評価に至る過
程に、責任を持って主体的に関与することをいう。
(４) 協働 市⺠、事業者及び市が、それぞれの責任
と役割分担に基づき、互いの特性を尊重しながら協
力しあうことをいう。

(用語)
第2条 この条例において，次の各号に掲げる用語の
意義は，当該各号に定めるところによる。
(1) まちづくり 住みよいまち，豊かな地域社会を
つくるための取組をいう。
(2) パートナーシップ 市⺠等及び市が，対等な立
場で協力・連携し，役割や責務を自覚することを通
じて築いていく相互の信頼関係をいう。
(3) 協働 市⺠等及び市がパートナーシップに基づ
き，同一の目的のために役割を分担し，共に協力し
て活動することをいう。
(4) 市⺠活動 まちづくりに係る活動であって，市
⺠等が自主的に⾏う営利を目的としない公益性のあ
るものをいう。ただし，宗教的活動及び政治的活動
を除く。
(5) NPO(⺠間非営利団体) 営利を目的とせず，継
続的，自発的に社会貢献活動を⾏う⺠間団体をい
う。
(6) 事業者 営利を目的とする事業を⾏う個人⼜は
法人をいう。

(用語の定義)
第3条 この条例において使用する用語の意義は、次のと
おりとします。
(1) 市⺠ 市内に住所を有する人(以下「住⺠」といいま
す。)、市内で働き、若しくは学ぶ人⼜は市内において活
動する人若しくは団体をいいます。
(2) 市⺠組織 市⺠により自主的に形成され、まちづく
りのために、互いに協力し多様な活動を⾏う組織をいいま
す。
(3) 事業者 市内で、事業を営む個人及び法人その他の
団体をいいます。
(4) 市 市議会及び市の執⾏機関で構成する地方公共団
体をいいます。
(5) 市の執⾏機関 市⻑、教育委員会、選挙管理委員
会、監査委員、公平委員会、農業委員会及び固定資産評価
審査委員会をいいます。
(6) まちづくり 「ムトス」の言葉に象徴される、まち
を活気のある明るく住みよくするための事業や活動を総称
します。
(7) 自治 市⺠が市政に参加し、その意思と責任に基づ
き市政が⾏われることのほか、地域の公共的活動を自ら担
い、主体的にまちづくりを推進することをいいます。
(8) 協働 まちづくりのために、市⺠と市とが情報を共
有し、それぞれの役割を担いながら対等の立場で協力し、
共に考え⾏動することをいいます。
(9) 基本構想 本市における総合的かつ計画的な⾏政の
運営を図るための基本となる考え方をいいます。

（定義）
第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の
意義は、当該各号に定め
るところによる。
（１）市⺠ 市内で住む者、働く者若しくは学ぶ者、
市内に事業所を置く事業
者⼜は市内で活動する団体をいう。
（２）参画 政策の立案から実施、評価に至る各段階
において、市⺠が主体的
に参加し、意思形成に関わることをいう。
（３）協働 市⺠、市議会及び市がそれぞれの果たす
べき責任と役割を認識し、
相互に協力して⾏動することをいう。

定義
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基本理念・基本原則 （基本原則）
第３条 第１条の目的を達成するため、次の各号に
掲げることをこの条例の基本原則とする。
(１) 市⺠、事業者及び市は、一人ひとりの人権を尊
重すること。
(２) 市⺠及び市は、互いに市政に関する情報を共有
しあうこと。
(３) 市⺠は、市政への参画の機会が保障されるこ
と。
(４) 市⺠、事業者及び市は、協働してまちづくりを
⾏うこと。
(５) 市⺠の公益的活動は、自主性を基本とし、尊重
されること。

(まちづくりへの参加)
第3条 市⺠等は，住みよいまち，豊かな地域社会を
つくるために，まちづくりに参加することができ
る。
2 市⺠等及び市は，それぞれの役割において，誰も
がまちづくりに参加しやすいきっかけをつくるよう
努めるものとする。
(自主性の尊重)
第4条 市⺠等のまちづくりへの参加は，自主性が尊
重されなければならない。
(合意に至る過程の尊重)
第5条 市⺠等及び市は，まちづくりに関する合意に
至るまでになされた議論その他の過程を尊重してま
ちづくりを進めるものとする。

第2章 自治の基本原則
(自治の基本原則)
第4条 市⺠と市とは、この章に掲げる自治の原則に
基づき、協働して自治を推進するものとします。
(市⺠主体の原則)
第5条 まちづくりは、市⺠一人ひとりが主体とな
り、市⺠相互及び市と協調することにより推進しま
す。
2 市⺠は、地域社会の一員として尊重され、その個
性や能力を十分発揮することができます。
(参加協働の原則)
第7条 まちづくりは、市⺠に市政への多様な参加の
場と機会とが保障され、市⺠と市とが適切に役割分
担し、協働することにより推進します。

（自治の原則）
第３条 市の自治は、次に掲げることを原則として推
進するものとする。
（１）人権尊重 国籍や性別、年齢等にかかわらず、
市⺠一人ひとりの人権が保障され、その個性や能力
がまちづくりに生かされること。
（２）情報共有 市⺠、市議会及び市が互いに情報を
共有すること。
（３）参画及び協働 市⺠の自主的な市政への参画が
保障されるとともに、市⺠、市議会及び市が協働し
て公共的課題の解決に当たること。

市⺠の権利･責務 （市⺠の権利）
第４条 市⺠は、自己の責任において的確に判断できるよ
う、市政に関する情報を知る権利及び市政に参画する権利
を有する。
２ 前項に規定する市⺠の権利は、公共の福祉に反しない
限り最⼤限に尊重され、市⺠は、権利の⾏使に際しては不
当に差別的な扱いを受けない。
（市⺠の責務）
第５条 市⺠は、相互に多様な価値観を認め合い、自らの
発言と⾏動に責任を持ち、まちづくりに取り組むよう努め
る。
２ 市⺠は、持続可能なまちづくりを進めるため、環境の
保全に努める。
３ 市⺠は、市政に関する認識を深め、市と協働して地域
社会の発展に寄与するよう努める。
（事業者の権利）
第６条 事業者は、自己の責任において的確に判断できる
よう、市政に関する情報を知る権利を有する。
２ 前項に規定する事業者の権利は、公共の福祉に反しな
い限り最⼤限に尊重され、事業者は、権利の⾏使に際して
は不当に差別的な扱いを受けない。
（事業者の責務）
第７条 事業者は、事業活動を⾏うに当たり、自然環境及
び生活環境に配慮するよう努める。
２ 事業者は、社会的な役割を自覚し、市⺠及び市と協働
しながら地域との調和を図るよう努める。

(市⺠の役割)
第8条 市⺠は，自らがまちづくりの主体であること
を自覚し，まちづくりについての理解を深めるとと
もに，まちづくりへの参加に努めるものとする。
(NPOの役割)
第9条 NPOは，市⺠のまちづくりの発意を尊重し，
その主体的な活動を支え育てるよう努めるものとす
る。
(事業者の役割)
第10条 事業者は，地域社会の一員として，まちづ
くりについて理解，協力するよう努めるものとす
る。

（市⺠の権利）
第４条 市⺠は、市政に関する情報を知る権利及び市
政に参画する権利を有する。
２ 市⺠は、市が提供する⾏政サービスを受けること
ができる。
（市⺠の役割と責務）
第５条 市⺠は、自治の主体者であることを自覚し、
積極的にまちづくりに参画するよう努めるものと
し、参画に当たっては、自らの発言と⾏動に責任を
持たなければならない。
２ 市⺠は、諸活動を⾏うに当たっては、公共の福祉
の増進に努めるとともに、地域の発展と環境の保全
に配慮しなければならない。
３ 市⺠は、⾏政サービスに伴う負担を分任しなけれ
ばならない。

第3章 市⺠等の役割
(市⺠の権利)
第8条 市⺠は、まちづくりの主体として、まちづく
りに参加する権利を有します。
2 市⺠は、市政に関する計画や政策の立案段階から
参加する権利を有し、意見を述べることができま
す。
3 市⺠は、市政についての情報を知る権利を有し、
市に対し市が保有する情報の公開を求めることがで
きます。
(市⺠の役割)
第9条 市⺠は、まちづくりの主体として、市と協働
し、地域社会の発展に寄与するよう努めます。
2 市⺠は、互いの活動を尊重し、自らの発言と⾏動
に責任を持つものとします。
(事業者の役割)
第10条 事業者は、地域社会の一員として、地域社
会との調和を図るとともに、従業員の⾏う地域活動
にも配意し、まちづくりに寄与するものとします。
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(市議会の責務)
第22条 市議会は、市⺠の代表機関として、市という団体
の意思決定機関であり、法律若しくはこれに基づく政令⼜
は条例の定めるところにより議決の権限を⾏使し、市⺠の
意思が的確に反映されるよう活動します。
2 市議会は、市の執⾏機関の活動を監視、評価すること
により、適正な⾏政運営の確保に努めます。
3 市議会は、政策の立案、提言の内容の充実を図るため
の調査研究活動に努めます。
4 市議会は、合議体として論点、課題等について議論を
深めるため、議員相互間の自由な討議を重んじて活動しま
す。
(開かれた議会運営)
第23条 市議会は、市議会が保有する情報を公開するとと
もに、会議及び委員会等を公開し、並びに議会活動につい
て市⺠に説明することにより、市⺠との情報の共有に努め
ます。
2 市議会は、市⺠の意見を聞くため議会活動への市⺠参
加を推進し、市⺠に開かれた議会運営に努めます。
3 市議会は、議会報告会の開催等を通じ、前2項に規定
することの実現に努めます。
(市議会議⻑の責務)
第24条 市議会議⻑は、市議会を代表し、公正中立に職
務を遂⾏するとともに、円滑かつ効率的な議会運営を図る

（議会の役割、権限等）
第６条 市議会は、市の意思決定機関であるとともに、市
政の運営を監視し、けん制する機能を果たすものとする。
２ 市議会は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）の
定めるところにより、条例の制定改廃、予算の決定、決算
の認定等を議決するほか、市政に係る基本的な事項で別に
条例で定めるものを議決する。
（議会の責務）
第７条 市議会は、市⺠との情報共有を図り、開かれた議
会運営に努めなければならない。
２ 市議会は、市政を調査し、条例議案を提出するなど政
策形成機能の強化とその活用に努めなければならない。
（議員の責務）
第８条 市議会議員は、市⺠の信託にこたえ、自己の研さ
んに努めるとともに、誠実に職務を遂⾏しなければならな
い。

議会 （議会の権能）
第８条 議会は、地方自治法（昭和22年法律第67
号）の定めるところにより、条例の制定改廃、予算
の決定、決算の認定等を議決するほか、市政に関す
る事項で別に法令及び条例で定められた事項につい
て議決する。
２ 議会は、市⺠の意思が市政に反映され、適正に
市政運営が⾏われているかを監視し、けん制する権能
を果たさなければならない。
（議会の責務）
第９条 議会は、会議を公開するとともに、議会の
保有する情報を市⺠と共有し、開かれた議会運営に
努める。
２ 議会は、自らの権能と責務に関する基本的な条
例を定め、市⺠に対し、議会の役割を明確にするよ
う努める。
（議員の責務）
第10条 議員は、議会活動に関する情報、市政の状
況等について、市⺠に対して説明するよう努める。
２ 議員は、市政調査、議案提出等の権能を積極的
に活用するよう努める。
３ 議員は、市⺠福祉の向上のため、第８条に規定



項目 岸和田市 高知市 飯田市(⻑野県） 名張市（三重県）
条例名称 岸和田市自治基本条例 高知市市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづくり条例 飯田市自治基本条例 名張市自治基本条例
施⾏日 平成16年12月10日条例第16号 平成15年4月1日条例第13号  平成18年9月21日条例第40号 平成18年1月1日務を遂⾏するとともに、円滑かつ効率的な議会運営を図る

よう努めます。
2 市議会議⻑は、市議会に関する事務を統一的に処理す
るため、議会事務局の職員を適切に指揮監督し、職員の能
力の向上を図るよう努めます。
(市議会議員の責務)
第25条 市議会議員は、市⺠の意向把握や情報収集に努
め、市⺠全体の利益を優先して政策提言を⾏います。
2 市議会議員は、政治倫理の確立に努め、公正かつ誠実
に責務を遂⾏し、市⺠の負託にこたえます。
3 市議会議員は、市議会の役割及び責務を自覚し、その
誠実な遂⾏のため自己研鑽に努めます。
(政策の調査、審議のための機関)
第26条 市議会は、政策の調査、立案のために必要な専
門的事項に係る調査、審議を、学識経験を有する者等に求
めることができます。
2 市議会は、前項の学識経験を有する者等の指定に当
たっては、市⺠の多様な意見が反映されるようにします。
(市議会事務局職員の責務)
第27条 市議会事務局職員は、市議会の持つ権能が十分
発揮されるよう、全力をあげて市議会の活動を補佐しま
す。

３ 議員は、市⺠福祉の向上のため、第８条に規定
する議会の権能を踏まえ、前条に規定する議会の責
務及び前２項に規定する議員の責務を果たすよう努
める。



項目 岸和田市 高知市 飯田市(⻑野県） 名張市（三重県）
条例名称 岸和田市自治基本条例 高知市市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづくり条例 飯田市自治基本条例 名張市自治基本条例
施⾏日 平成16年12月10日条例第16号 平成15年4月1日条例第13号  平成18年9月21日条例第40号 平成18年1月1日

（市⻑の役割と責務）
第９条 市⻑は、市を統轄するとともに、市の事務を管理
し、これを執⾏する。
２ 市⻑は、市⺠の信託にこたえ、公正かつ誠実に市政運
営に当たるとともに、毎年度、市政運営の方針を定め、そ
の達成状況を市⺠及び市議会に説明しなければならない。
（職員の役割と責務）
第１０条 市の職員は、全体の奉仕者として、公正、誠実
かつ効率的に職務を遂⾏しなければならない。
２ 市の職員は、職務に必要な知識、技能等の向上に努め
なければならない。

(市⻑の責務)
第28条 市⻑は、市の代表者として公正かつ誠実に市政を
運営します。
2 市⻑は、自治の基本原則に基づき、市の計画及び政策
の策定、実施、評価等を⾏います。
(市の執⾏機関の責務)
第29条 市の執⾏機関は、条例、予算その他の議会の議
決に基づく事務及び法令、規則その他の規程に基づく事務
を適正に管理、執⾏します。
(市の執⾏機関の組織運営)
第30条 市の執⾏機関は、⾏政組織について効率的かつ
機能的なものとするとともに、相互の連携を図り、最小の
経費で最⼤の⾏政効果を上げるよう運営します。
2 市の執⾏機関は、職員を適切に指揮監督し、職員の能
力の向上を図るよう努めます。
(市の執⾏機関の職員の責務)
第34条 市の執⾏機関の職員は、全体の奉仕者として、公
平、公正かつ誠実に、全力をあげて職務を遂⾏します。
2 市の執⾏機関の職員は、職務の遂⾏に必要な知識と能
力の向上に努めます。

(職員研修等)
第16条 市は，市の職員のまちづくりについての意識の高
揚及び実践力の向上を図るため，パートナーシップによる
まちづくりに関する職員研修を実施するものとする。
2 市は，市の職員が一市⺠として，市⺠活動に参加でき
る環境の整備を進めるものとする。

（市⻑の責務）
第11条 市⻑は、市政の代表者として、毎年市政の基本方
針を明らかにし、公正かつ誠実に職務を遂⾏しなければな
らない。
２ 市⻑は、市⺠の意向を適正に判断し、市政の課題に対
処したまちづくりを推進しなければならない。
３ 市⻑は、人材の育成を図るとともに、職員を指揮監督
し、その能力を評価し、適正に配置するよう努めなければ
ならない。
（他の執⾏機関の責務）
第12条 市⻑を除く執⾏機関は、その職務に応じて、市
⻑と同様の責務を負い、市⻑及び他の執⾏機関と協力して
市政の運営に当たらなければならない。
（職員の責務）
第13条 職員は、市⺠本位の立場に立ち、公正かつ誠実
で効率的にその職務を遂⾏しなければならない。
２ 職員は、職務の遂⾏に当たっては、法令及び条例等を
遵守しなければならない。
３ 職員は、職務についての必要な知識や技術等の能力開
発及び自己啓発を⾏うとともに、職務の遂⾏に当たって
は、創意工夫に努めなければならない。

市⻑等及び職員



項目 岸和田市 高知市 飯田市(⻑野県） 名張市（三重県）
条例名称 岸和田市自治基本条例 高知市市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづくり条例 飯田市自治基本条例 名張市自治基本条例
施⾏日 平成16年12月10日条例第16号 平成15年4月1日条例第13号  平成18年9月21日条例第40号 平成18年1月1日

（コミュニティ活動）
第３３条 市⺠は、地域のなかで安心して暮らし続け
ることができるよう、自主的に区、自治会等の基礎
的なコミュニティの活動に参加し、交流しながら、
相互に助け合うとともに、地域課題の解決に向けて
協力して⾏動するものとする。
２ 市は、区、自治会等の果たす役割を尊重し、その
活動を振興するために必要な施策を講じなければな
らない。
（地域づくり）
第３４条 市⺠は、個性的で心豊かな地域をつくるた
め、一定のまとまりのある地域においてコミュニ
ティ活動を⾏う組織として、別に条例で定めるとこ
ろにより、地域づくり組織を設置することができ
る。
２ 地域づくり組織は、当該地域の市⺠に開かれたも
のとし、市及びその他の組織と連携しながら地域づ
くりを⾏うものとする。
３ 市は、地域づくりの活動に対して必要な支援を⾏
うことができる。
４ 市は、各種計画の策定や政策形成に当たっては、
地域づくり組織の自主性及び自立性に配慮するとと
もに、その意思を可能な限り反映しなければならな
い。
５ 市は、地域づくり組織の意向により、事務事業の
一部を当該組織に委ねることができる。この場合に
おいて、市は、その実施に係る経費等について必
要な措置を講じなければならない。
（市⺠公益活動）
第３５条 市は、自発的かつ自主的に⾏われる非営利
の活動で、不特定かつ多数の利益の増進に寄与する
ことを目的とする市⺠公益活動を尊重するととも
に、別に条例で定めるところにより、その活動を促
進するための適切な措置を講じなければならない。

(市⺠活動の拠点の整備等)
第17条 市は，市⺠活動を促進するための拠点の整
備等必要な措置を講ずるものとする。
(助成等)
第18条 市は，市⺠活動を⾏う市⺠等に対し，必要
な情報の提供及び技術的支援を⾏うことができる。
2 市⻑は，市⺠活動を⾏う団体への助成を目的とす
る基金に対し，必要な出えんを⾏うことができる。
(NPOへの業務参入機会の提供)
第19条 市は，NPOが効率的かつ効果的にまちづく
りに関する市の施策を⾏うことができると認めると
きは，当該NPOに対し，業務の委託等の機会を提供
することができる。

（コミュニティ活動）
第14条 市⺠は、安心して心豊かに暮らすことので
きる地域社会を実現するため、自主的な意思によっ
てまちづくりに取り組み、お互いに助け合い、地域
の課題を共有し、解決に向けて自ら⾏動するよう努
める。
２ 市⻑は、前項に規定する市⺠の自主的な地域に
おける活動（以下「コミュニティ活動」という。）
の役割を尊重しながら適切な施策を講じなければな
らない。
（地区市⺠協議会）
第15条 市⺠は、前条に規定するコミュニティ活動
を小学校区単位で実現するための組織として、地区
市⺠協議会を設立することができる。
２ 地区市⺠協議会は、当該地域の市⺠に開かれた
ものとし、市、町会、自治会その他組織と連携しな
がら協力してまちづくりを⾏う。

地域づくり



項目 岸和田市 高知市 飯田市(⻑野県） 名張市（三重県）
条例名称 岸和田市自治基本条例 高知市市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづくり条例 飯田市自治基本条例 名張市自治基本条例
施⾏日 平成16年12月10日条例第16号 平成15年4月1日条例第13号  平成18年9月21日条例第40号 平成18年1月1日

参画・協働 （政策形成及び実施過程への参画）
第２８条 市は、市⺠の政策形成及び実施過程への参
画を保障するため、市⺠生活に⼤きな影響を及ぼす
計画の策定、条例の制定改廃⼜は施策を実施しよ
うとするときは、市⺠に情報を提供し、意見を求め
なければならない。ただし、緊急を要する場合はこ
の限りでない。
２ 市⺠に意見を求めるときは、パブリックコメント
やアンケート調査の実施、公聴会の開催など適切な
方法を選択するとともに、原則として提示された意
見に回答し、公表しなければならない。
（評価等への参画）
第２９条 市は、市⺠の市政に対する監視機能を確保
するため、⾏政評価の結果を市⺠に分かりやすく公
表し、意見を求めるとともに、財務及び事務事業の
執⾏について市⺠が考査できる機会を設けなければ
ならない。
第３節 協働のまちづくり
第３６条 市⺠（コミュニティ活動や市⺠公益活動を
⾏う団体を含む。以下この条において「多様な主
体」という。）及び市議会並びに市は、それぞれの
特性を理解し、互いに尊重し合い、協働してまちづく
りに取り組むものとする。
２ 市は、公共的課題の解決や公共的サービスの提供
等について、多様な主体がその担い手となれるよ
う、適切な措置を講じなければならない。
３ 市は、協働のまちづくりを進めるに当たり、多様
な主体が情報や意見を交換し、相互調整や⺠主的な
意思形成が図られるよう、開かれた場と機会の創
設に努めなければならない。

(協働して⾏う市政運営)
第16条 市は、市政に関する計画や政策の立案段階
から市⺠の参加を促進し、市⺠と協働して市政運営
を⾏います。
2 市は、市⺠の多様な参加の機会を整備し、協働の
まちづくりを推進し、自治の拡充を図ります。

（協働）
第16条 市⺠、事業者及び市は、相互理解と信頼関
係のもとにまちづくりを進めるため、協働するよう
努める。
２ 市は、前項に規定する協働を推進するに当た
り、市⺠及び事業者の自発的な活動を支援するよう
努める。この場合において、市の支援は、市⺠及び
事業者の自主性を損なうものであってはならない。
（参画）
第17条 市は、意見聴取その他の多様な制度を設
け、⼜は施策を講じることで、市⺠が参画する機会
を保障しなければならない。
２ 市は、市⺠が参画できないことによって不利益
を受けることのないよう配慮しなければならない。



項目 岸和田市 高知市 飯田市(⻑野県） 名張市（三重県）
条例名称 岸和田市自治基本条例 高知市市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづくり条例 飯田市自治基本条例 名張市自治基本条例
施⾏日 平成16年12月10日条例第16号 平成15年4月1日条例第13号  平成18年9月21日条例第40号 平成18年1月1日

住⺠投票 （住⺠投票）
第３１条 市⻑は、市政に係る重要事項について、広
く住⺠の意思を確認する必要があると認めるとき
は、住⺠投票を実施することができる。
２ 住⺠投票に付すことができる事項、投票者の資格
要件その他住⺠投票の発議及び請求並びに実施に関
して必要な事項は、次条に定めるもののほか、別に
条例で定める。
３ 市⺠、市議会及び市⻑は、住⺠投票の結果を尊重
しなければならない。
（住⺠投票の発議及び請求）
第３２条 永住外国人を含む１８歳以上の住⺠は、市
政に係る重要事項について、その総数の５０分の１
以上の者の連署をもって、市⻑に住⺠投票を請求す
ることができる。
２ 市⻑は、前項の請求があったときは、意見を付け
てこれを市議会に付議しなければならない。
３ 市議会議員は、市政に係る重要事項について、議
員定数の１２分の１以上の賛成（発議者を含む。）
を得て、住⺠投票の実施について発議することがで
きる。
４ 市⻑は、前２項の場合において、市議会が出席議
員の過半数の賛成により議決したときは、住⺠投票
を実施しなければならない。
５ 市⻑は、第１項の請求に係る署名者数が永住外国
人を含む１８歳以上の住⺠総数の４分の１を超えた
ときは、第２項の規定によることなく、住⺠投票を
実施しなければならない。

第8章 住⺠投票
(住⺠投票)
第35条 市は、市政の特に重要な事項について、直
接住⺠の意思を確認する必要があるときは、市議会
の議決を経て住⺠投票を実施することができます。
2 市は、住⺠投票の結果を尊重します。
3 住⺠投票の実施に関し必要な事項は、その都度条
例で定めます。

（住⺠投票）
第20条 市⻑は、岸和田市が直⾯する将来にかかわ
る重要課題について、定住外国人を含む住⺠のうち
18歳以上の者が、その総数の４分の１以上の者の連
署をもって住⺠投票を市⻑に請求したときは、直接
住⺠の意思を問うため住⺠投票を実施しなければな
らない。
２ 住⺠投票の投票権を有する者は、定住外国人を
含む住⺠のうち18歳以上の者とする。
３ 市は、住⺠投票の結果を尊重しなければならな
い。
４ 住⺠投票の実施に関する手続その他必要な事項
については、別に条例で定める。



項目 岸和田市 高知市 飯田市(⻑野県） 名張市（三重県）
条例名称 岸和田市自治基本条例 高知市市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづくり条例 飯田市自治基本条例 名張市自治基本条例
施⾏日 平成16年12月10日条例第16号 平成15年4月1日条例第13号  平成18年9月21日条例第40号 平成18年1月1日

市政運営（総合計画等） （総合計画）
第24条 市は、この条例の理念にのっとり、市政の
運営を図るための総合的な計画（以下「総合計画」
という。）を定めなければならない。
２ 市⻑は、総合計画の内容を実現するため、適切
な進⾏管理を⾏わなければならない。
３ 市⻑は、総合計画が社会の変化に対応できるよ
う常に検討を加え、必要に応じて見直しを図らなけ
ればならない。
（法務）
第26条 市は、市の事務に関する法令の解釈に当
たっては、法令の調査研究を重ね、自主的かつ適正
な解釈に努めなければならない。
２ 市は、地域の特色をいかした政策を実現するた
め、条例制定権の活用に努めなければならない。

(施策の実施)
第11条 市は，パートナーシップによるまちづくり
を進めるために必要な施策を，総合的かつ計画的に
実施するものとする。
 (施策への反映)
第13条 市は，市のまちづくりの施策の検討及び実
施に当たり，市⺠等の意見の反映及び市⺠等が参加
することができる仕組みの整備に努めるものとす
る。
(コミュニティ計画の策定)
第15条 市は，市⺠等とパートナーシップを築いて
地域のまちづくりを進めるため，市⺠等の意見を反
映してコミュニティ計画を策定，推進するものとす
る。

(基本構想等)
第21条 市は、まちづくりの理念に基づき、市議会
の議決を経て基本構想を定め、総合的かつ計画的な
市政運営に努めます。
2 市は、基本構想、基本計画その他市の施策の基本
となる計画を策定するに当たっては、市⺠参加の機
会を保障します。

（総合計画）
第１６条 市は、総合的な市政運営の指針として、基
本構想及びこれに基づく基本計画（以下「総合計
画」という。）を市議会の議決を経て定め、計画的
な市政運営に努めなければならない。

市政運営（組織） （組織）
第25条 市は、社会情勢に柔軟に対応し、政策を着
実に実現するため、簡素で機能的かつ市⺠にわかり
やすい組織の編成に努め、常にその見直しに努めな
ければならない。
２ 市は、効率的かつ効果的に組織を運営しなけれ
ばならない。

（組織）
第１７条 市は、社会情勢に対応する簡素で機能的な
組織により市政を運営するとともに、組織を市⺠に
分かりやすいものにしなければならない。



項目 岸和田市 高知市 飯田市(⻑野県） 名張市（三重県）
条例名称 岸和田市自治基本条例 高知市市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづくり条例 飯田市自治基本条例 名張市自治基本条例
施⾏日 平成16年12月10日条例第16号 平成15年4月1日条例第13号  平成18年9月21日条例第40号 平成18年1月1日

市政運営（財政運営） （財政）
第27条 市⻑及び他の執⾏機関は、総合計画に基づく政
策目標を達成するため、財政計画に基づき、健全で持続可
能な財政運営を⾏わなければならない。
２ 市⻑は、市及び市が資本金、基本金その他これらに準
ずるものの２分の１以上を出資している法人その他の団体
については、その財政状況を一体的に捉え、市⺠にわかり
やすく公表しなければならない。
３ 市⻑は、市政運営の透明性を確保するため、市が資本
金、基本金その他これらに準ずるものの10分の１以上２分
の１未満の割合で出資している法人その他の団体について
は、その財政状況を市⺠にわかりやすく公表するよう努め
なければならない。
４ 市⻑及び他の執⾏機関は、市が保有する財産を明らか
にし、適正に管理するとともに効果的に活用しなければな
らない。

（財政等）
第２４条 市は、総合計画を実現するための財政計画
を定め、財源を効果的かつ効率的に活用すること
で、自主的、自律的で健全な財政運営に努めなけれ
ばならない。
２ 市は、保有する財産の適正な管理及び効果的な活
用に努めなければならない。
３ 市は、財政状況及び財産の保有状況など市の経営
状況に関する資料を作成し、市⺠に分かりやすく公
表しなければならない。

（情報共有）
第１１条 市は、市政に関する情報を、広報紙等を通
じて積極的に提供するとともに、市⺠意向の把握な
ど情報収集を図り、市⺠との情報共有に努めなけ
ればならない。
（情報公開）
第１２条 市は、市⺠の知る権利を保障し、公正で開
かれた市政を推進するため、別に条例で定めるとこ
ろにより、市政に関する情報を原則として公開し
なければならない。
（個人情報保護）
第１３条 市は、市⺠の基本的人権を守るため、別に
条例で定めるところにより、個人情報の保護を厳正
に⾏うとともに、自己に係る個人情報の開示、訂正
等を請求する市⺠の権利に対して適切な措置を講じ
なければならない。
（説明責任）
第１４条 市は、政策の立案から実施、評価に至るま
で、その経過や内容、目標の達成状況等を市⺠に分
かりやすく説明しなければならない。
（要望等への対応）
第１５条 市は、市⺠からの要望、意見、提案等に対

(情報共有の原則)
第6条 まちづくりは、市政についての情報が市⺠に
公開され、市⺠が市政について意見を提出し、その
情報や意見を市⺠と市とが共有することにより推進
します。
(情報の公開)
第19条 市は、公正で開かれた市政の実現を図るた
め、市政についての情報の公開に関する総合的な施
策に基づき、積極的に情報を公開します。
2 市は、市⺠の必要とする情報について、適切かつ
速やかな提供に努めます。
(個人情報の保護)
第20条 市は、市⺠の個人情報に関する権利を保障
するとともに、個人情報を適正に管理します。
(説明責任)
第31条 市の執⾏機関は、⾏政運営の透明性を高め
るため、市政について、市⺠に分かりやすく説明す
る責任を果たします。
2 市⻑その他の執⾏機関は、市議会に対して、市政
に関する意思決定の過程及び⾏政運営の状況を随時
報告するものとします。

(情報の共有)
第6条 市⺠等及び市は，合意形成を図っていくた
め，必要な情報を相互に共有できるよう努めるもの
とする。
(広報広聴)
第12条 市は，市⺠等がまちづくりについて関心を
もち，理解を深めることができるよう，広報広聴に
努めるものとする。
(説明責任)
第14条 市は，まちづくりについての市⺠等の意
見，要望等に関して，当該市⺠等に説明する責任を
全うするよう努めるものとする。

（情報の共有）
第21条 市は、市政に関する情報を積極的に提供す
ることにより、市⺠との情報の共有に努めなければ
ならない。
（個人情報の保護）
第22条 市は、別に条例に定めるところにより、保
有する個人情報の開示、訂正、利用停止等を請求す
る権利を明らかにすることにより、個人の権利利益
を保護しなければならない。
２ 市は、収集した個人情報に関しては、厳重にこ
れを管理し、原則として本人以外に開示してはならな
い。
（説明責任）
第23条 市⻑及び他の執⾏機関は、政策の立案、実
施及び評価に至る過程において、その経過、内容、
効果等について市⺠にわかりやすく説明する責任を
果たさなければならない。

市政運営（情報公開等）



項目 岸和田市 高知市 飯田市(⻑野県） 名張市（三重県）
条例名称 岸和田市自治基本条例 高知市市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづくり条例 飯田市自治基本条例 名張市自治基本条例
施⾏日 平成16年12月10日条例第16号 平成15年4月1日条例第13号  平成18年9月21日条例第40号 平成18年1月1日

市政運営（危機管理） （危機管理）
第２７条 市は、市⺠、関係機関及び他の自治体との
協力、連携により、不測の事態に備える総合的かつ
機動的な危機管理の体制の確立に努めなければな
らない。

(⾏政評価)
第32条 市の執⾏機関は、市の施策や事務事業の執
⾏状況を、基本構想等に基づき検証し、継続的な見
直しを⾏い、効果的に執⾏します。
2 市の執⾏機関は、施策や事務事業の達成状況を公
表し、市⺠から理解を得られる⾏政運営を進めま
す。
(財政状況の公表)
第33条 市⻑は、市の財源の確保とその効率的かつ
効果的な運用により、財政の健全性に努めます。
2 市⻑は、財政状況を市⺠にわかりやすく公表する
ように努めます。

市政運営（⾏政評価） （⾏政評価）
第28条 市⻑は、総合計画に基づき実施し、⼜は実
施しようとする施策等については、その成果及び到
達度を明らかにするため、⾏政評価を実施し、その
結果を公表しなければならない。
２ 市⻑は、⾏政評価の結果に基づき、施策等を見
直すとともに、総合計画の進⾏管理及び予算の編成
に反映させなければならない。
（外部機関その他第三者による監査）
第29条 市は、適正で、効率的かつ効果的な⾏財政
の運営を確保するため、必要に応じて外部機関その
他第三者（以下「外部機関等」という。）に監査を
実施させることができる。
２ 住⺠は、前項に規定する目的を達成するため、
市に対して監査委員に代えて外部機関等による監査の
実施を請求することができる。
３ 市は、前項に規定する請求があったときは、外
部機関等に監査を実施させることができ、その結果
を公表するものとする。ただし、監査を実施させな
いときはその理由を公表するものとする。
４ 前３項に規定する外部機関等による監査の実施
に関する手続その他必要な事項については、別に条
例で定める。

（⾏政評価）
第２５条 市は、効果的で効率的な市政運営と総合計
画の進⾏管理を⾏うため、⾏政評価を実施し、その
結果を施策の見直し、組織の改善等に速やかに反映
しなければならない。
（監査）
第２６条 監査委員は、市の財務等に係る監査を⾏う
に当たり、事務事業の適法性のほか、有効性及び効
率性の評価を踏まえた監査を⾏わなければならな
い。

第１５条 市は、市⺠からの要望、意見、提案等に対
して迅速かつ誠実に対応するとともに、その結果を
速やかに回答しなければならない。
２ 市は、市⺠から寄せられた苦情について、その内
容や原因を調査分析し、業務の改善を⾏うなど適切
な措置を講じなければならない。



項目 岸和田市 高知市 飯田市(⻑野県） 名張市（三重県）
条例名称 岸和田市自治基本条例 高知市市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづくり条例 飯田市自治基本条例 名張市自治基本条例
施⾏日 平成16年12月10日条例第16号 平成15年4月1日条例第13号  平成18年9月21日条例第40号 平成18年1月1日

他団体との連携 （国及び⼤阪府との関係）
第30条 市は、国及び⼤阪府と対等の関係にあるこ
とを踏まえ、適切な役割分担を⾏い、自立した地方
自治を確立するよう努める。
（他の地方公共団体及び関係機関との関係）
第31条 市は、他の地方公共団体及び関係機関との
共通課題⼜は広域的課題に対しては、自主性を保持
しつつお互いに連携し、協力し合いながら解決に当
たるよう努める。
２ 市は、前項に規定する課題を解決するため、他
の地方公共団体及び関係機関と共同で組織を設ける
ことができる。

(連携)
第7条 市⺠等及び市は，相互に連携するとともに，
国，県等の⾏政機関及び教育機関その他関係機関と
も連携してまちづくりを進めるよう努めるものとす
る。

第９章 国、三重県及び他の地方自治体との関係
（国及び三重県との関係）
第３８条 市は、国及び三重県と対等の立場にたち、
自治の発展のため、協力して適切な関係の構築に努
めるものとする。
（他の自治体との関係）
第３９条 市は、共通する地域課題の解決や効果的で
効率的な⾏政運営のための広域事務処理、⼤規模災
害時の相互応援など、他の自治体と積極的に協力連
携するものとする。

条例の位置づけ （最高規範性）
第32条 この条例は、市⺠自治及び市政に関する最
高規範であり、市⺠、事業者及び市は、誠実にこれ
を遵守しなければならない。
２ 市は、この条例の理念にのっとり、市政運営及
び施策の実現に向けた基本的な制度の整備に努める
とともに、条例及び規則等の体系化を図らなければ
ならない。
（条例の見直し）
第33条 市⻑は、この条例の施⾏の日から５年を超
えない期間ごとに、各条項がこの条例の理念を踏ま
え、本市にふさわしく、社会情勢に適合したものか
どうかを検討するものとする。
２ 市⻑は、前項に規定する検討の結果を踏まえ、
この条例及びこの条例に基づく制度等の見直しが適
当であると判断したときは、必要な措置を講じるも
のとする。
３ 市⻑は、第１項に規定する検討及び前項に規定
する必要な措置を講じるに当たっては、市⺠の意見
を聴取しなければならない。

(条例の位置付け)
第2条 この条例は、自治及び市政に関する基本的な
原則を定めた最高規範であり、市⺠及び市は、この
条例を誠実に遵守するものとします。
2 市は、条例、規則等を解釈し、⼜は制定、改廃す
る場合には、この条例の趣旨を尊重し、この条例に
定める事項との整合性を図ります。
3 市は、基本構想等の計画の策定、政策の立案及び
実施に当たっては、この条例の趣旨を尊重し、この
条例に定める事項との整合性を図ります。
第9章 条例の見直し
(条例の見直し)
第36条 市は、社会の変化に対応して、本条例が第1
条の目的を達成するために必要があるときは、条例
の見直しを⾏います。

第８章 最高規範性
第３７条 この条例は、名張市の自治の推進における
最高規範であり、市は、他の条例等の制定改廃に当
たっては、この条例を尊重し、整合を図らなければ
ならない。

委任 （その他）
第34条 この条例の施⾏に関し、別に条例で定める
ものを除くほか、必要な事項は、規則で定める。

(委任)
第26条 この条例に定めるもののほか，この条例の
施⾏に関し必要な事項は，規則で定める。



項目 岸和田市 高知市 飯田市(⻑野県） 名張市（三重県）
条例名称 岸和田市自治基本条例 高知市市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづくり条例 飯田市自治基本条例 名張市自治基本条例
施⾏日 平成16年12月10日条例第16号 平成15年4月1日条例第13号  平成18年9月21日条例第40号 平成18年1月1日

その他（委員会等）

その他（意見聴取）

（審議会等）
第３０条 市は、市が設置する審議会等の委員を選任
する場合は、中立性の保持に配慮するとともに、原
則としてその一部を市⺠から公募しなければなら
ない。
２ 審議会等の会議及び会議録は、原則として公開し
なければならない。

(まちづくりのための委員会等)
第14条 市は、市⺠組織が地域のまちづくりに取り
組むため組織する委員会等の自主的及び自立的な運
営を尊重します。
(附属機関の委員の任命)
第18条 市の執⾏機関は、特定事項について審議⼜
は調査等を⾏う附属機関に、市⺠の多様な意見が反
映されるように委員を任命します。

(市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづくり条例見
守り委員会の設置)
第20条 この条例に基づく諸制度が適正かつ円滑に
機能しているかを見守り，パートナーシップによる
まちづくりを推進するため，高知市市⺠と⾏政の
パートナーシップのまちづくり条例見守り委員会(以
下「見守り委員会」という。)を置く。
(所掌事項)
第21条 見守り委員会は，この条例に基づく諸制度
に関する事項を調査審議し，市⻑に意見を述べるこ
とができる。
(組織)
第22条 見守り委員会は，委員15人以内をもって組
織する。
2 見守り委員会は，次に掲げる者のうちから，市⻑
が委嘱する。
(1) 学識経験を有する者
(2) 市⺠活動を⾏う者
(3) 前2号に掲げるもののほか，市⻑が適当と認め
る者

（審議会等の運営）
第19条 市⻑及び他の執⾏機関は、市の執⾏機関に
設置する審議会等の委員を選任する場合は、委員構
成における中立性の保持に留意するとともに、原則
としてその一部を市⺠からの公募により⾏わなけれ
ばならない。
２ 市⻑及び他の執⾏機関は、審議会等の会議及び
会議録を原則として公開しなければならない。
３ 前２項に規定する審議会等の委員の公募並びに
会議及び会議録の公開に関する手続その他必要な事
項については、別に条例で定める。

（意見聴取制度）
第18条 市⻑及び他の執⾏機関は、次の各号に掲げ
る事項のうち市⺠生活に重要な影響を及ぼすものに
ついて
は、市⺠に当該事項に関する情報を提供し、意見を
求めなければならない。
(１) 計画の策定、変更⼜は廃止
(２) 条例の制定、改正⼜は廃止
(３) 施策の実施、変更⼜は廃止
２ 市⻑及び他の執⾏機関は、前項の規定により意
見を求めるときは、適切な方法を選択し、市⺠から
提示された意見に対して回答し、これを公表しなけ
ればならない。
３ 前２項に規定する意見の聴取に関する手続その
他必要な事項については、別に条例で定める。

(市⺠意見の公募)
第17条 市は、別に定めるところにより、重要な計
画及び政策の策定⼜は変更について事前に案を公表
し、市⺠の意見を求めます。
2 市は、市⺠から提出された意見を尊重し、意見に
ついての考え方を公表します。



項目 岸和田市 高知市 飯田市(⻑野県） 名張市（三重県）
条例名称 岸和田市自治基本条例 高知市市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづくり条例 飯田市自治基本条例 名張市自治基本条例
施⾏日 平成16年12月10日条例第16号 平成15年4月1日条例第13号  平成18年9月21日条例第40号 平成18年1月1日

3 委員の任期は，2年とする。ただし，補欠の委員
の任期は，前任者の残任期間とする。
4 委員は，再任されることができる。
5 前各項に定めるもののほか，見守り委員会の組織
及び運営に関し必要な事項は，規則で定める。
(市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづくり条例見
守り委員会公募委員選考委員会の設置)
第23条 前条第2項第3号に規定する見守り委員会の
委員の公募による選考を公平かつ適正に⾏うた
め，高知市市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづ
くり条例見守り委員会公募委員選考委員会(以下
「選考委員会」という。)を置く。
(所掌事項)
第24条 選考委員会は，前条の見守り委員会委員の
公募による選考に係る審査を⾏うものとする。
(組織)
第25条 選考委員会は，委員7人以内をもって組織す
る。
2 選考委員会の委員は，学識経験を有する者等及び
本市職員のうちから市⻑が委嘱⼜は任命する。
3 選考委員会の委員の任期は，委嘱⼜は任命の日か
ら当該公募による見守り委員会の委員の委嘱の
日の前日までとする。
4 選考委員会の委員は，再任されることができる。
5 前各項に定めるもののほか，選考委員会の組織及
び運営に関し必要な事項は，規則で定める。



項目 岸和田市 高知市 飯田市(⻑野県） 名張市（三重県）
条例名称 岸和田市自治基本条例 高知市市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづくり条例 飯田市自治基本条例 名張市自治基本条例
施⾏日 平成16年12月10日条例第16号 平成15年4月1日条例第13号  平成18年9月21日条例第40号 平成18年1月1日

第4章 地域自治
(市⺠組織の尊重)
第11条 市は、市⺠組織の自主性及び自立性を尊重
し、市⺠組織が活動するために必要な支援を⾏いま
す。
2 市⺠は、市⺠組織がまちづくり推進の主要な担い
手であることを認識し、市⺠組織を尊重し、守り育
てるものとします。
(地域自治の推進)
第12条 市は、地域の特性と自主性が生かされた、
個性豊かで魅力ある地域のまちづくりを推進するた
め、自治の基本原則に基づき、分権によるまちづく
りの仕組みを目指します。
(地域自治区)
第13条 市は、市⺠に⾝近な事務事業を市⺠の意見
を反映させて処理するとともに、地域の自治を促進
するため、法律に基づく地域自治区を設けます。
2 地域自治区に置かれる地域協議会は、地域の住⺠
により構成され、地域の意見を調整し、協働による
まちづくりを推進します。
(自治活動組織)
第15条 市⺠は、地域社会の一員として、自治活動
組織(地域市⺠により形成され、まちづくりに取り組
む市⺠組織をいいます。)の役割について理解を深
め、協力するとともに、自治活動組織への加入に努
めます。
2 市⺠は、可能な範囲内で、自治活動組織の活動に
参加し、地域社会において個性や意欲を発揮するこ
とができるものとします。
3 自治活動組織は、地域市⺠の加入や参加が促進さ
れるために必要な環境づくりに努めます。

その他（地域自治）



項目 岸和田市 高知市 飯田市(⻑野県） 名張市（三重県）
条例名称 岸和田市自治基本条例 高知市市⺠と⾏政のパートナーシップのまちづくり条例 飯田市自治基本条例 名張市自治基本条例
施⾏日 平成16年12月10日条例第16号 平成15年4月1日条例第13号  平成18年9月21日条例第40号 平成18年1月1日

（人事政策）
第１８条 市は、職員と組織の能力が最⼤限に発揮で
きるよう、有能な職員の任用、効果的な人材育成、
適正な人事評価及び配置に努めなければならない。
（法務政策）
第１９条 市は、市⺠ニーズや地域課題に対応するた
め、自ら責任をもって法令を解釈し、条例規則等の
整備や体系化を進めるなど積極的な法務⾏政を推進
しなければならない。
（法令遵守と公益通報）
第２０条 市は、市政を常に適法かつ公正に運営しな
ければならない。
２ 市は、市政運営上の違法⾏為⼜は公益の損失を防
止するため、職員の公益通報に関する仕組みを定め
なければならない。
（⾏政手続）
第２１条 市は、⾏政処分等における公正の確保と透
明性の向上を図り、市⺠の権利利益を保護するた
め、その手続に関する基本的な事項を定めなければ
ならない。
（地域経営の原則）
第２２条 市は、個性豊かで持続可能な地域社会を実
現するため、地域資源を最⼤限活用し、選択と集中
を基本とする戦略的な施策展開を図らなければなら
ない。
（事務事業の実施等における原則）
第２３条 市は、提供する⾏政サービスの具体的な内
容や⽔準等をあらかじめ市⺠に明らかにし、公平、
公正で効率的なサービス提供に努めなければならな
い。
２ 市は、実施しようとする事務事業について、最少
の経費で最⼤の効果をあげるよう費用対効果を検証
し、明確な目標を設定して事業推進に努めなければ
ならない。
３ 市は、事務事業の実施に当たっては、環境負荷の
低減に率先して努めなければならない。

その他（政策）


